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· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜外来患者様情報＞

・浅水　洋様～8/13０時に当院へ電話があり、「当院処方薬を5日分飲んだ」と話されている。理由については、「生きている意味がない」など悲観的な発言や、元交際相手のことをあげている。本日、本人様は休まれており、起きることが困難であるため母様の代理受診促し母親が受診されている。昨日の様子として、上記の内容話し、アルコールも飲酒缶ビール500mlを6缶飲んでいたとのこと。本人様はそのことについては昨日は否定されているとのこと。朝食後薬１包、昼食後薬２包、夕食後薬２包、就床前薬５包服用したと思われるとのことで、薬包を医師へ見せている。経過観察し、今後本人様が受診できるようであれば受診をし、服薬に関しては、できるだけ家族が管理していくよう伝えています。

・木村　友美様～当院へは平成18年８月５日～８月19日まで当院への通院歴がある。平成16年
頃母が統合失調症にかかり、本人様へ興奮し怒鳴ることもあり、親せきなどの協力も得られないことから、本人のみで援助していた。結婚する予定であったが、相手が母とあってから結婚を破棄され、同時期より抑うつ感や不安感などが出現、不眠傾向となり、動悸や頭痛などの身体症状も出現し松平病院へ平成16年ごろ受診され、うつ病と診断される。同院へ母様のことも相談し協力が得られ、通院を継続している。平成17年ごろ転職を機に通院を土曜日へ変更希望するが、主治医の変更できず、すなおクリニックを受診。以後通院を継続し、不安感や抑うつ感の症状が改善され、睡眠も安定していたが、主治医が過度に身体を触ってくることがあり、直接話したが改善されず、当院へ相談あり、当院を受診される。症状は安定しているため、精神神経用剤（パキシル）と抗不安薬（ユーパン）が処方となっている。次回CMIとY-Gの実施予定。
・高田　多紀子様～長男（春太）次男（鷹）と２人とお盆に帰ってくると話して以来、連絡が取れない状態となり、心配し幻聴がひどくなっている気がするとのこと。日常生活には支障はないとのことで、処方は継続される。しばらくは連絡をしたり連絡がくるのを待つとのこと。場合によっては捜索願をだしたいと話されている。

